
主寝室

主人室

ロフト

子供室

プライベートゾーンに
突き刺さる共用部

共用部を中心に
視線と空気で繋がる各室

主寝室

主人室

ロフト

子供室

プライベートゾーンに
突き刺さる共用部

共用部を中心に�
視線と空気で繋がる各室

1 0 月 4 日 （ 土 ） 5 日 （ 日 ） 開 催 予 定

※事前に予約が必要です�

フリーダイヤル 0120-77-8164 （ASJ 秋田スタジオ）

有 限 会 社 花 田 設 計 事 務 所 　 ＋ 　 A S J 秋 田 ス タ ジ オ

open
house

Jewel of houseing design

H D P  P H I L O S O P H Y

house-w

H a n a d a
D e s i g n
P l e x u s ＋ A k i t a

S T U D I O

建 設 地：秋田県秋田市

構　  造：木造2階建て

敷地面積：273.66㎡

面    積：115.94㎡（延床）

   57.97㎡（2階）

   57.97㎡（1階）

最高高さ：7.95ｍ

屋根：ガルバリウム鋼板立平葺

外壁：ガルバリウムサイディング

防火サイディングウレタン塗装

床  ：3層フローリング（無垢）他

内装：珪藻土クロス他

家具：造作家具

設備：ガス給湯式床暖房

house-w は東北の住宅建設における新たな提案です

消費の時代が終わり、環境共生が叫ばれるなかで、量

よりも質に重点をおいてデザインしています。

現代における家族の関係・距離を本質に立ち戻って検

証し、個室郡が縦方向に立ち上がり、横方向の動線を

持つ共用郡がその部分に突き刺さる形で住まいが構成

されました。

家族が集う場所を家の中心に設定し、各室が繋がる事

で共用部とプライベートの関係がより強固になるのと

同時に空間の広がりとつながりを実現しています。

広さよりも豊かさを追求した住まいとどのように付き

合っていくのか？微妙に狭く区画された敷地を量の確

保だけの浪費と無自覚な景観破壊を続ける事を今後も

善しとするのか？

house-w がその回答の一つとなる事に期待していま

す。

花田　　順　＋　直子　

（有限会社花田設計事務所）　

突き刺さリビング

写真は工事中のものです


